






本稿は 2013 年度秋学期に ICU 日本語教育課程（以下、JLP）「日本語 7」のコースで行っ
たディベートと作文に関する実践報告である。
JLP では「上級日本語 1 読解」「上級日本語 1 話し方」「上級日本語 1 聴解」「上級日
本語 1 書き方」という 4 技能が独立した 4 つのコースがあったが、教育効果を高めるた
め 2009 年度より「読解」「話し方」の 2 コース、「聴解」「書き方」の 2 コースは同じ学
期に履修するよう学生に強く勧め、それぞれのコースで同じテーマを扱い連携させるよ
うになった。その後、カリキュラム改革により、2012 年度秋学期に「上級日本語 1」の
4 コースは 4 技能を統合した「日本語 7」「日本語 8」という二つのレベルのコースに生
まれ変わった。
筆者が 2009 年度に担当した「上級日本語 1 書き方」のコースには論拠を示しながら
論理的に文章を書くことを苦手とする学生が複数いたため、数野（2011）では書き方だ
けでなく話し方のコースでもアカデミックな力を養っていく必要があることを指摘した。













年度までは「上級日本語 1 読解」「上級日本語 1 話し方」を履修している学生が同じ学期
に「上級日本語 1 聴解」「上級日本語 1 書き方」を履修するわけではなかったため、一つ
のコースでディベートと作文を関連付けて指導することはできなかった。








取り入れた。以下では 2013 年度秋学期の「日本語 7」で行ったディベートと作文の活動
について報告する。









































































10 月 21 日（月） 【話し合い】さまざまな発電方法
・ 原子力発電、火力発電、風力発電、太陽光発電、地熱発電の利
点と問題点について調べてきて話し合う
10 月 23 日（水） 【読解】原子力発電に関する討論
10 月 28 日（月） 【聴解】廃炉に関するラジオ番組
10 月 30 日（水） 【読解】脱原発に反対の立場
11 月 6 日（水） 【読解】脱原発を支持する立場
11 月 6 日（水） ディベートの説明と準備
11 月 8 日（金） 期末試験【作文】
11 月 15 日（金） 期末試験【読解】脱原発を支持する立場












拠を述べて、あなたの意見を書きなさい（600 ～ 800 字）。
・あなたとは逆の立場の主張に対して、反論もすること。
・最後にまとめの文をきちんと書くこと。
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読み手は「しかし」「～が、・・・」という譲歩の表現を見ることにより次に大切な意
見が来ると予測する。読み手は「今まで A が書き手の意見だと思っていたが、『しかし』
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